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Ⅰ 令和３年警察本部主要施策の概要

令和２年中の刑法犯認知件数は約2,400件と、過去最多であった平成15年の約２割まで減少する一方、ＤＶ・児童虐待事案等、女

性や子どもが被害に遭う人身安全関連事案は高い水準で推移しているほか、架空料金請求詐欺等の特殊詐欺の被害も後を絶たない。

更には、高齢者が当事者となる交通事故や南海トラフ巨大地震をはじめ各種災害対応等、依然として治安上の課題は山積している。

こうした治安情勢等を踏まえ、県警察では、令和３年の運営方針を『安全安心を誇れる徳島県の実現～県民を守る「力強い警察」

の確立～』と定め、各種施策を推進する。

１ 身近な犯罪の抑止

地域の治安情勢に即した効果的な犯罪抑止対策を推進するほか、人身安全関連事案に対しては、早期対応により被害者の安全

確保を最優先とした対応に努める。

新たに制定された「徳島県犯罪被害者等支援条例」を踏まえ、更なる犯罪被害者等への支援に努める。

実施項目

(１) 子供・女性・高齢者の安全対策の強化

(２) 身近な犯罪の抑止と検挙

(３) 犯罪の起きにくい社会づくりの推進

(４) 被害者支援の充実
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２ 重要犯罪等の徹底検挙

殺人、強盗等の重要犯罪を認知した際には、より多くの捜査員を投入するほか、現場鑑識活動を徹底するなど初動捜査を徹底

して、早期解決に向けた取組を推進する。

実施項目

(１) 凶悪犯等の迅速な解決

(２) 重要知能犯等の厳格な取締り

(３）組織犯罪対策の推進

(４) 科学捜査の推進

３ 交通死亡事故の抑止

関係機関・団体との連携による交通安全教育の推進、重大事故に直結する飲酒・暴走等の悪質、危険な違反の指導取締り、

交通の安全と円滑に資する安全施設の整備等、総合的な交通安全対策を推進し、交通死亡事故の抑止に努める。

実施項目

(１）情勢を踏まえた交通事故防止対策の推進

(２）安全で快適な交通環境の整備

（３）交通事故防止に資する交通指導取締り等の推進

(４）県民に優しい運転免許行政の推進
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４ 大規模災害、テロ等への対処

自治体や関係機関と連携した訓練を重ね、災害時における対処能力の向上に努めるほか、国際テロ情勢等を踏まえたテロの未

然防止に向けた諸対策を推進する。

実施項目

(１）災害等緊急事態への的確な対処

(２）国際テロ、対日有害活動等に係る対策の推進

(３）過激派、右翼等による違法行為への厳正な対処

（４）東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた警備諸対策の推進

５ 組織基盤の強化

変化する治安・地域情勢や県民のニーズ等を踏まえ、組織体制の見直しや業務の合理化等に努める。

また、新型コロナウイルス感染症の予防等に留意するとともに、業務継続に資する対応に努める。

実施項目

（１）期待と信頼に応える警察の確立

(２）社会の変化に適応した警察運営

(３）人的基盤の強化

（４）女性や若者の視点を一層反映した警察運営
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Ⅱ 提出予定案件

１ 一般会計予算

(１) 歳入歳出予算

ア 総括表
（単位：千円）

令和３年度 前年度 比 較 財 源 内 訳

区 分 当 初 当 初 増 減 比率 特 定 財 源

予算額 予算額 Ａ/Ｂ 一般財源

Ａ Ｂ Ａ-Ｂ ×100 国支出金 使・手 財 収 繰入金 諸収入 反則金 地方債

警察本部 21,564,563 24,721,913 △3,157,350 87.2 449,531 1,073,693 47,677 560,000 136,305 80,000 533,000 18,684,357
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イ 主要事項説明
（単位：千円）

比 較
令和３年度 前 年 度 摘 要

目 名 当初予算額 当初予算額 率 前 年 度
Ａ Ｂ 増 減 Ａ/Ｂ

Ａ-Ｂ ×100 予 算 額

① 公安委員報酬 (5,986) (5,986)
公安委員会費 13,200 12,297 903 107.3 ② 公安委員会の運営及び風俗営業関係等許可事務に要する経費

(7,214) (6,311)

① 給与費 (16,632,774) (17,103,131)
警 察本部費 17,684,477 18,142,516 △458,039 97.5 ② 管理運営費 (1,051,703) (1,039,385)

警察本部、警察署の運営及び維持管理に要する経費

① 交番、駐在所等整備事業費 (44,320) (44,266)
警 察施設費 708,873 3,548,906 △2,840,033 20.0 ② 警察署整備事業費 (354,649) (3,449,028)

③ 警察職員宿舎整備事業費 (309,904) (55,612)

① 自動車運転免許試験及び行政処分事務費 (807,601) (718,512)
運 転免許費 807,601 718,512 89,089 112.4 運転免許試験、行政処分及び運転免許証の作成等に要する経費

恩 給 及 び
① 恩給費 (12,782) (15,619)

退 職 年 金 費
12,782 15,619 △2,837 81.8 恩給受給者に対する恩給等に要する経費
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① 「未知への挑戦」実装費 (5,000) (5,000)
警 察活動費 2,337,630 2,284,063 53,567 102.3 新たな行政課題に柔軟かつ迅速に対応するための経費

② 警察装備費 (218,022) (226,546)
警察装備の整備及び運営に要する経費

③ 一般警察活動費 (477,534) (459,680)
地域活動（交番、駐在所等）等に要する経費

④ 刑事警察費 (300,595) (296,727)
犯罪捜査及び犯罪防止活動等に要する経費

⑤ 交通指導取締費 (212,380) (213,185)
交通事件・事故捜査及び交通指導取締りに要する経費

⑥ 交通安全施設整備事業費 (1,112,659) (1,071,531)
ア 国補対象事業費 (321,862) (283,054)
イ 県単独事業費 (366,596) (384,376)
ウ 維持補修費 (424,201) (404,101)

⑦ 道路交通情報提供費 (11,440) (11,394)

合計 21,564,563 24,721,913 △3,157,350 87.2
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（２）債務負担行為
（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

事 項 期 間 限 度 額 特 定 財 源

一般財源

国支出金 地方債 その他

徳島東警察署等ＰＦＩ事業契約

令和４年度 1,650 1,650

（平成29年度～令和17年度契約変更分）

警察署整備事業工事請負等契約 令和４年度 385,104 385,104

自動車保管場所システム 自 令和４年度

100,707 100,707

電子計算機等賃貸借契約 至 令和８年度
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２ その他の議案等

（１）条例案

ア 徳島県公安委員会委員の服務の宣誓に関する条例及び徳島県地方警察職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について

（ア）改正の内容

業務の効率化に資するため、宣誓書における押印を不要とする。

（イ）施行期日

公布の日

イ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部改正について

（ア）改正の理由

食品衛生法等の一部を改正する法律（平成３０年法律第４６号。以下「改正法」という。）により食品衛生法（昭和２２

年法律第２３３号）の一部が改正されたことに伴い、条例の引用条項について所要の整理を行う必要がある。

（イ）改正の概要

第７条（風俗営業の種類による風俗営業者の遵守事項）第２号イにおける引用条項の整理を行うこととした。

「食品衛生法第５２条第１項」→「食品衛生法第５５条第１項」

（ウ）施行期日

令和３年６月１日（改正法の施行の日）
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(２) 専決処分の報告について

ア 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

専決処分内容

事故発生年月日 事故発生場所 専決処分年月日 事故種別 所 属
和 解 の 相 手 方 賠償金額

事 故 概 要

令和２年９月18日 阿 波 市 地 内 令和３年２月２日 物 損 阿波吉野川警察署
阿波市所在 １法人 94,000円

捜査用車両が交差点において出会い頭衝突したもの

計 94,000円
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イ 損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

専決処分内容

事故発生年月日 事故発生場所 専決処分年月日 事故種別 所 属
和 解 の 相 手 方 賠償金額

事 故 概 要

令和２年10月１日 阿 南 市 地 内 令和３年２月２日 物 損 阿 南 警 察 署
阿南市在住 １名 83,397円

パトカーに乗車するため、運転席ドアを開けた際、誤って隣の駐車車両に接触したもの

令和２年11月４日 徳 島 市 地 内 令和３年２月２日 物 損 徳 島 中 央 警 察 署
徳島市在住 １名 479,600円

相手方車両のギアが入ったままエンジンをかけたため、車両が動き、シャッターに衝突したもの

令和２年12月１日 板野郡北島町地内 令和３年２月２日 物 損 徳 島 板 野 警 察 署
名西郡石井町在住 １名 105,000円

パトカーから荷物を降ろすため、後部座席ドアを開けた際、誤って隣の駐車車両に接触したもの

計 667,997円


